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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】スルファミン酸浴で電解精製するに際して、平
滑剤の過剰による電着鉛の表面荒れを防止することが可
能で、フッ素除去設備を設置する必要がなく、平滑な電
着鉛を回収することができる鉛の電解方法を提供する。
【解決手段】電解液中の濃度を分析後、濃度が上限を超
えた場合、電解液を活性炭に通すことで、電解液中の過
剰な有機平滑剤の濃度を低減し、平滑な電着を得る鉛の
電解方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電解液中の濃度を分析後、濃度が上限を超えた場合、電解液を活性炭に通すことで、電
解液中の過剰な有機平滑剤の濃度を低減し、平滑な電着を得ることを特徴とする鉛の電解
方法。
【請求項２】
　請求項１において、電解液中の有機平滑材が、ノイゲンＢＮ－１３９０または、ＢＮ－
２５６０であることを特徴とする鉛の電解方法。
【請求項３】
　　請求項１又は２の何れかにおいて、有機平滑剤の濃度の上限を７００ｍｇ／Ｌとする
ことを特徴とする鉛の電解方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非鉄製錬、基盤や電子部品などリサイクル原料の溶融炉、及び産業廃棄物を
溶融処理する乾式炉より発生する乾式煙灰中に含まれているＰｂを回収する方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　非鉄製錬の乾式煙灰中に含まれているＰｂを回収するため、煙灰を硫酸浸出し、硫酸鉛
にした後、電気炉で溶融還元を行う。溶融還元により分離されたメタルをソーダ処理し、
その後、メタルをアノード鋳造した後、珪フッ素酸浴中にて電解精製するＢｅｔｔｓ法を
用いることでＰｂを回収している。
【０００３】
　Ｂｅｔｔｓ法において、例えば特開昭５０－１１５１２０　高純度鉛の電解精製方法（
特許文献１）に開示されているが、電解浴が珪フッ素酸であることから、排水にフッ素除
去設備が必要である。
　　従来の技術に対して、フッ素除去設備を設置する必要なく、平滑な電着鉛を回収する
ことができる鉛の電解方法を提供することを目的とするが、平滑剤の過剰により、電着し
た鉛の表面が平滑化されない場合がある。
【特許文献１】特開昭５０－１１５１２０　高純度鉛の電解精製方法
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明では、スルファミン酸浴で電解精製するに際する平滑剤の過剰による、電着鉛の
表面荒れを未然に防止することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者等は、上記の課題を解決するため以下の発明を成した。
（１）電解液中の濃度を分析後、濃度が上限を超えた場合、電解液を活性炭に通すことで
、電解液中の過剰な有機平滑剤の濃度を低減し、平滑な電着を得る鉛の電解方法。
（２）上記（１）において、電解液中の有機平滑材が、ノイゲンＢＮ－１３９０または、
ＢＮ－２５６０であることを特徴とする鉛の電解方法。
（３）上記１又は２の何れかにおいて、有機平滑剤の濃度の上限を７００ｍｇ／Ｌとする
鉛の電解方法。
【発明の効果】
【０００６】
本発明によれば、
（１）鉛の電解精製において、適切な有機平滑剤の濃度とすることにより、鉛の電着面が
、平滑にすることができる方法を見出した。
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【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明における一態様である処理フローを示す。
【図２】本発明における一態様である活性炭充填塔を示す。
【図３】本発明における一態様であって、電解液を活性炭に通過させた場合の平滑剤の濃
度低下を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
以下に本発明をさらに詳細に説明する。
　本発明における鉛アノードは、例えば、鉛　７０～９９ｍａｓｓ％、錫　０．０４ｍａ
ｓｓ％以下、ビスマス０～３０ｍａｓｓ％含有する。
　例えば、上記鉛アノードは、アノード鋳造されて得る。　該アノードを用いて電解精製
を行う。
　アノードのサイズとしては、カソードのサイズに比べ小さくすることで、エッジ効果を
防ぐことができ、平滑で良好な電着鉛を回収することができる。
　更に、スルファミン酸を２０から１００ｇ／Ｌ添加するとより平滑な電着鉛を得ること
が出来る。
【０００９】
　また平滑剤としては、有機平滑剤を用いる。　有機平滑剤としては、ノイゲンＢＮ－１
３９０及び又はノイゲンＢＮ－２５６０を用いる。有機平滑剤の添加量は、１～７００ｍ
ｇ／Ｌである。　電流密度１００Ａ／ｍ２以下、好ましくは、５０から１００Ａ／ｍ２に
することで、平滑で良好な電着鉛を回収することができる。
　この電解に際して、上記有機平滑剤が、過剰となると却って、電着鉛表面が荒れる現象
があることを見出した。　このため本発明では、その添加の上限を超えた場合に、過剰分
を活性炭により、除去し、有機平滑剤の上限を管理することにした。
　この結果、常に平滑な鉛電着面を得ることが出来るようになった。
　活性炭の電解液に対する比率は、活性炭に対して、対象の電解液を２．５から４．５ｇ
／Ｌ／ｍｉｎの比率で通液することが好ましい。
　活性炭の粒径としては、２．３～４．７ｍｍが好ましい。
　上記の有機平滑剤の添加量の上限は、７００ｍｇ／Ｌと考え管理した結果、好ましい鉛
電着面が、常に得られるようになった。
【実施例】

【実施例１】
【００１０】
　図１に、本発明の一態様である処理フローを示す。
　電解液は、循環槽を通過し、活性炭充填塔を通過し、熱交換機、冷却機を介して、再び
、電解槽へ送られる。
以下、上記処理フローにより、より具体的に、本発明を説明する。
　　電解液の液組成として、鉛濃度：８０ｇ／Ｌ、スルファミン酸濃度：２０ｇ／Ｌに調
整した溶液に鉛８７～９５％、錫０．０４％以下、ビスマス　５～１３％含有する粗鉛を
アノードとして、電流密度：９０Ａ／ｍ２で通電する。
　電解液中のノイゲンを除去するため、電解液循環ラインに容器（Φ１５０ｍｍ×６８０
ｍｍ）を５基接続し、内部に活性炭を３ｋｇ／基入れて、液を８００Ｌ／ｍｉｎの流量（
比率３．７５ｇ／Ｌ／ｍｉｎ）で通液させる。
　活性炭は、ヤシ殻炭系のヤシコールＬ（粒径：２．３６～４．７５ｍｍ）を用いた。
　活性炭を塩化ビニール製の塔に充填した一態様を図２に示す。
　活性炭を交換することなく、活性炭を充填した容器に、電解液を１７日間通液すること
で、表１に示す如く、電解液中のノイゲン濃度が通常８ｍｇ／Ｌ／日程度しか濃度が、低
下しないのに対して、４３ｍｇ／Ｌ／日低下した。
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【表１】

　図３に、電解液を活性炭に通過させた場合のノイゲン濃度の低下状態を示す。
　この場合では、１７００ｍｇ／Ｌあった有機平滑剤であるノイゲンが、７００ｍｇ／Ｌ
以下となっている。
　これにより、電解液中のノイゲンの濃度を管理することができ、ノイゲン入れ過ぎによ
る電着悪化を防止することができた。

【図１】

【図２】

【図３】
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